
  

  

 

WEEKLY COMMUNICATION
Rotary Club of Chiba-West

国際ロータリー第2790地区 第3グループ
千葉西ロータリークラブ

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　今　野　文　明　　　　　幹　事　本　橋　和　也
例会場　千葉スカイウインドウズ 東天紅　センシティタワー23階
　　　　TEL 043-238-5555
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：https://www.chibawest-rc.net/

   地区スローガン ： 「 Love Other Spirit ～繋ごう次世代へ 夢ある未来に向けて～ 」
クラブ方針 ： 「 豊かな心を持とう！ 今こそ『絆』 」

■ 会長挨拶 /今野文明 会長
　皆様、本日は大変お忙しい中、例会にご参加を頂き、誠にありがとうございます。
　本当に早いもので、来週が本年度最終例会「会長幹事慰労激励会」です。来週も多くの皆様のご
参加をお待ちしております。「年当初の目的は果たせましたか？」と自問自答し、自分を顧みても、
首をかしげてしまいましたが？
　本年度会長として、クラブをお預かりさせて頂き、この一年間を問題なく終了させることだけを第
一に考えていましたが、皆様のご協力を頂き、何とかこうしてまだ一週ありますが、無事に終わろう
としていることに心より感謝申し上げます。
　先週より本格的に各委員長の「一年を顧みて」がはじまりました。先週は無理やり 7 名の委員長
の皆様に「一年を顧みて」を行って頂きましたが、本日は6名の皆様にお願い致しました。先週同様、
例会時間を 10 分延長してありますので、一人 4 分から 5 分ぐらい時間が取れると思います、何でも
良いので、好きなことを話して頂きたいと思っています。
　本日は、楽しみにしておりました。貴重な時間なので、以上で本日の私の挨拶とさせて頂きます。
ありがとうございました。

■ 四つのテスト/ 本橋和也 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
 ・山本衛様（松戸西RC）

■ 幹事報告
 ・第 3グループ会長幹事会報告
6 月 17 日に開催されました。最終ということで合同幹事だけではなく会長含め 24 名、事務局も参加させ
ていただきました。それぞれのクラブが一年を顧みた中での感想を述べられておりました。今年度は親睦を
深めることが難しい一年だったとのことです。清田ガバナー補佐から奉仕プロジェクト３件の思い出話などが
ありました。千葉西からは５月の花壇の植え替え、親睦旅行の報告など話をしました。また次々年度はガバナー
補佐として海寶さんの推薦も報告いたしました。
その他ご案内や情報はメールでお送りしております。ご確認ください。

■ 委員会報告
・野球同好会
６月２５日（土）13:00青葉の森球場にて市川シビックRCと試合を行います。ご参加、応援をお待ちしています。
集合は12:00、お弁当に中村会員がサンドイッチをご用意いたします。
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■ 「一年を顧みて」
● 木村龍次 プログラム委員長　（Zoomオンライン参加）
　本年度は、委員長木村龍次のほか、友田直人副委員長、遠藤平委員、野城隆憲委員、野口アキ子委員の
５名でプログラム委員会の活動を行いました。
　活動方針については、会長方針の下、外部講師の招聘を含む多彩なプログラムを企画する一方で、２０２０
年１月より継続している新型コロナウィルスの感染状況を考慮したプログラムを提供することを心掛けまし
た。
　しかしながら、新型コロナウィルスの感染状況は止まるところを知らず、新年度が始まって１ヶ月後の８月２日には千葉県に
緊急事態宣言が発令され、９月３０日の宣言解除まで２か月間にわたり例会が休会となりました。
　その後、１０月５日から例会が再開されましたが、年明けの１月２１日に千葉県にまんえん防止等重点措置が発令され、会長
の判断により、３月２１日の解除まで例会は休会となり、例会が再開されたのは、３月２９日でした。
　このように、２度にわたる長期の例会取消期間があったため、当初予定していたプログラムは当然のことながら計画通り
に実施されず、ガバナー公式訪問が１２月にずれ込むという異常事態にもなりました。また、新入会員の卓話も何度も延期
され、予定されていた会員の皆様にはご迷惑をおかけしました。
　年間を通じて、常に会長とプログラムの変更を協議・検討していたような気がいたします。それでも、ZOOM を利用し
たハイブリッド例会を開催することや会長のアイデアのおかげで一定のプログラムをこなせたことは、何よりであったと思い
ます。
　1 年間、皆様のご協力を頂きプログラム委員会の活動を行いましたが、次年度は、毎週の例会や恒例の行事が、いつも
のように楽しく実施されることを祈念して、報告といたします。

● 桜井隆宏 クラブ広報・ロータリー情報委員長
まずは一年間委員会活動にご協力いただいた委員会メンバーにお礼申し上げます。
海寶ＰＰいつも会場撮影ありがとうございました。また休会中の週報においても永いロータリー経験に基づ
いた寄稿をいただき感謝しております。
また Zoom を使ったハイブリッド例会の開催で戸惑う面もありましたが、高橋副委員長、嶋田会員のご協力
もあり何とか乗り切ることができました。
昨年に続き、コロナ禍で休会を余儀なくされたことも多かったのですが、今野会長方針のもと週報は休刊し
ないということで続けてまいりました。今週はどんな記事を掲載しようかと苦慮したこともあったのですが、会員の皆様が
急な原稿の依頼にもかかわらず快くお引き受けいただき何とかつなげることが出来ました。各委員長の方々にも「委員長リ
レートーク」で紙面をつないでもらいました。
新入会員卓話直前に、休会となってしまい急な近況報告をお願いしたこともありました。本当にありがとうございました。
　
５月最終例会に２年ぶりに炉辺会談を開催することが出来たのは良かったです。
ロータリー歴の浅いメンバーとベテランメンバーが腹を割って話し、絆を深められる機会を提供できたと思っております。テー
マは設けず自由闊達な意見が飛び交ったようですが、
お酒の力もあり話も脱線しがちになったようです。それはそれで良いのですが、ある程度テーマを設け話し合う機会もあっ
てもよいかなと感じました。
ホームページの写真の変更なども会長の意向に沿って行いましたが、委員会側から積極的に提案、発信することも必要だっ
たかなと反省しております。
自分には広報、情報系の委員長は不向きで無理かなと思っていたのですが、会員の皆様のご協力もあり何とか大過なく一年
間やってこられました。
皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

● 渡邉岳仁 クラブ奉仕委員長
　当委員会の副委員長に野城隆憲会員、北村会員増強・退会防止委員長、桜井クラブ広報・ロータリー情
報委員長、木村プログラム委員長、前田親睦活動委員長の 4委員会を担当させていただきました。
　まだまだコロナ禍のため、計画通りの例会はできず、各委員会それぞれ大変な一年でした。
　特に、親睦活動委員会はコロナ禍なので家族等をお呼びして例会を行うことができないことから、事業の
目的も家族を楽しませるから会員相互の絆を深めるための事業に変わり、0 ベースから企画実行になりまし
た。本当に大変でした。ただ委員会を開く中で、多くの気づきがあったように思います。
　また会員増強・退会防止委員会、クラブ広報・ロータリー情報委員会におきましては、会長が何としても例会を担当して色々
な経験をしてほしいとのことで、会員を拡大するにはの例会、炉辺会談例会をすることが出来ました。両委員長、時間のな
い中、本当に頑張っていただきました。また、今野会長ありがとうございました。
　最後にプログラム委員会ですが、コロナによりプログラムの変更の上にまた変更となりましたが、コロナ禍にも関わらず
委員会委員の皆様のご協力、会員の多くの参加に深甚なる感謝を申し上げ、クラブ奉仕委員会としての一年の報告とさせ
て頂きます。

● 西川　昇 クラブ研修リーダー
　今年度のクラブ研修リーダー努めさせて頂いた、西川です。
　今年 1年間、各委員会の皆様お疲れ様でした。
　本年度 1年間クラブ研修リーダーとして、委員会の ZOOM会議を含め対面での会議を開催した委員会に
は、できるかぎり出席をして、アドバイスをさせて頂きました。
　今年度も昨年度同様に委員会活動がコロナウイルスの影響で委員会の開催もできなくて終わってしまった
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委員会もあると思います。
　その中でも私が出席させて頂いた委員会は、常に会員の安心安全を第一に考え、クラブ事業の目的、会員が参加しやす
いクラブ事業を目指すために、どの様に事業活動ができるか、試行錯誤し、準備をしていました。
　しかし、野口年度後半から藤﨑年度・今野年度と約 2 年半も続いているコロナウイルスの市中感染が収まらず、余儀な
く事業を中止または縮小して委員会活動を行って頂きました。
　私のアドバイスはうるさく・細かく・面倒くさいと思われた方もいらっしゃると思います。
　その点に関しては、私もクラブ研修リーダーとして必要と思われることを言ったつもりですので、不愉快になられた方は
務めですのでご容赦ください。
　最後に会長幹事をはじめ各委員長及び委員の皆さまご苦労様でした。
以上、クラブ研修リーダーの「1年を顧みて」を発表させて頂きました。今年度 1年間、有難うございました。

● 遠藤あけみSAA
今年度、今野会長本橋幹事の下SAAを務めさせて頂きました遠藤あけみです。
ー　会場監督【Sergeant at Arms. SAA】( 構成メンバー )　－
◎人生の師でもあり年齢を重ねて益々素敵な川島治代会員。
◎私を姉ちゃんと呼ぶ須藤会員 (貴方のような弟を持った覚えはありませんから～！)。
◎何事も卒なく熟せる【オールマイティジョーカー】長坂会員。
◎何時も微笑みを忘れない慎ましやかなレディである所を見習いたい小松会員。
以上の個性溢れる5人で、和気藹々とした雰囲気の中、船出を致しました。
思い起こせば (遠い目 ...)
渡邉岳仁会員、川城会員の SAA 年度に副として、主にニコニコ BOX 集計に関わらせて頂き、他人様のお金でも集まると
嬉しかった記憶が蘇りました ...。
今でもマイクを持つと緊張感が高まりますが、初例会時の重圧はその比ではなかったです。現在では昨年 7 月第 1 回目の
例会内容は、私の頭の中の消しゴムが発動し、すっかり消去してしまっている事を記しておきます。
今年度はあと1回を残すのみ ...
次週で終わりますが、無事に最終章を迎えられるのも (終わったつもり...)
会場にお見えになる皆様方の温かいお言葉と様々なご協力。
SAAメンバーの優しさ、そして何より事務局の森川さんが居て下さった事が、道標となり励みとなり原動力となりました。
素直な吐露 ...
今の気持ちは、やっと肩の荷が降りたと言う安堵の思いと、それに一抹の寂寥感が交錯され、スパイスに僅かながら虚無感
すら覚え、相まっての複雑な形容しきれない心の内側になっております。
次年度は ...
もうベテランの域に達する北村会員へのバトンタッチですが、懸念される材料は何もなく、彼独特の温かい雰囲気に会場が
包み込まれる事でしょう。
最後になりましたが ...
不慣れな私を慈愛に満ちた眼差しで気長に見護って頂き、導いて下さった今野会長本橋幹事を始めとした今年度の各委員長、
委員の方々、そして千葉西RCの会員全ての皆様方に、感謝の気持ちを込めまして結びの言葉と致します。
1年間ありがとうございました。
次年度もご指導の程よろしくお願い申し上げます♥

● 大森　薫 会計
会計：大森薫  副会計：高橋健一郎
　今年度、会計を担当いたしました大森です。副会計は高橋健一郎さんです。
1. お金の管理はどの組織でも大変重要な項目
　会計の活動方針は毎年変わることなく「資金を正確に管理し、節約に努め、会員の実質負担の軽減を目
標に、　資金管理の内容を明確に、且つ、タイムリーに会員に知らせる。」 という方針で行いました。
2. コロナ感染予防を最優先に例会・事業の運営を行った
 (1)野口アキコ年度、藤﨑年度、今野年度共にコロナによる緊急事態宣言、蔓延防止対策の発令で、感染予防を最優先に事業・
　　例会運営を最優先されました。
   今野年度においては、初めの納涼例会が延期。3国輪番国際奉仕事業も中止。等々
　　あらゆる計画が何度も変更・中止に追い込まれ、それに伴う資金活用について打合せがありました。
   会長幹事及び各委員会の委員長さん・委員の皆様の都度つどの変更があり、身近で見ていて大変な努力をしているなと
　　思っておりました。こういう努力の積み重ねが現在の千葉西RC を素晴らしいクラブに成長させてきたのだと感じており
　　ます。
   この緊急時の対応を千葉西 RCの風土として受け継いでいけるものと信じております。
(2) 緊急時の資金の取り扱いについては、藤﨑年度に目的会費については実施しなければ､ 返金することは決まっておりま
　　す。これに該当する目的会費「文化の集い」の会費で、 ＠5,000 円は返金するルールになっております。
(3) また、会費で賄われるクラブ事業費・運営費については予定より余剰がでても、その内容を区分することがきわめて難
　　しいので、次年度以降の繰越金とすることになります。
(4)この資金収支の最終残高の処分は年度終了時に会長が決定することになります。
 ①今年度の粗々の収支決算の予測ですが、繰越金額 460 万円、前年からの繰越金額 340 万円。よって、当年度の資金
　　残高は 120 万円が余剰となりそうです。但し、3 国共同事業が開催されれば予算では 210 万円が予定されておりまし
　　たので、資金不足になります。
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クラブ広報・ロータリー情報委員会   【委員長】桜井隆宏  【副委員長】海寶勘一  *高橋健一郎  【委員】嶋田　悠  *野城隆憲  *北村悠介  *中村武弘  *川﨑美嘉子
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■ 次週プログラム
　6月28日（火）新旧会長幹事慰労激励会
　　　　　　　　　今野文明会長
　「一年を顧みて」
　　　　　　　　　本橋和也幹事
18:00点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅

47

43 8 8 81.40 1,053,000

29,00081.4035 0
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 ニコニコBOX
 ・大森…一年間会計でお世話になりありがとうございました。
 ・今野…「一年を顧みて」宜しくお願いいたします。委員長の皆さま、
　　　　  一年間ありがとうございました。
 ・渡邉岳仁…一年ありがとうございました。
 ・賀来…結婚祝いをありがとうございます。
 ・遠藤あけみ…本日は「一年を顧みて」発表の機会を有難うございます！
　　　　　　　やっと解放！されます！今日は「夏至」月日の経つのは早いですね。
　　　　　　　来年度も宜しくお願いいたします！
 ・長坂…来週の今頃は、宮崎フェニックスのトーナメントコースでプレー中です。
　　　　今野会長、本橋幹事、一年間大変お世話になりました。
 ・桜井…委員会へのご協力 一年間ありがとうございました。
 ・小松…通勤時、陸橋を歩く小学生に課外授業かなと思いつつ、皆マスク姿でした。
　　　　これから暑さに向かうので、感染が減少し、マスクがはずせるように祈りたいです。

　　その原因を考えると新入会員が入会しておりませんので､入会金と会費とで 110 万円位の収入減となっておりますので､
　　概ね予算帳尻は合うことになるかなと思います。
　②この金額は会長幹事慰労激励会が終了し、すべての支出が完結し、会計監査の並木・津田さんの承認を頂き、7月5日
　　(火) 決算理事会の承認を貰って最終金額が確定します。
３. 今年度も副会計の高橋さんに会計チェックの大半を行っていただきました。
　次年度は正の会計に就任されるので、私はやっと､万年会計の役割から解放されます。 現在の千葉西RC の会員の半数は
　若い方になっております。また、幹事や理事にも若い方がどんどん登用されております。知らない間に自分の入会歴が
　28年と長くなりましたので、後進に道を譲るポジションにきたのかなと思います。
　もっともっと若い人に責任ある役割について頂き、会を盛り上げて貰う役割を担って 貰いたいと思います。
　これからは若い人たちの縁の下の役割を担っていけるようにと考えております。
　1年間大変お世話になりました。ありがとうございます。
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